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1. はじめに 

国土交通省が管理する路線における既設の自動車交通用遮断機による通行止めは,地震災害や風水害,道路災害

等が発生した際,交通管理者の判断と要請に応じて道路管理者が緊急に実施することが一般的である．しかしなが

ら,道路管理者が出張所などから現地に到着するまでには,人的,物的,距離的な面で時間を要し,緊急時での迅速な対

応が困難な場合が多く,遮断機の開閉作業を行うための作業者や保安要員が必要不可欠である. 

本論文は,遮断機に要求される性能を設定し,可搬型および常設型の試作機を製作した．それらの遮断機について,

構内および現場で確認実験を実施し,遮断機の有効性が確認できたのでここに報告する． 

２. 開発した自動遮断機の概要 

自動遮断機の基本システムの構成イメージを図１に示す．開発コン

セプトは以下のとおりとした． 

・遠隔操作により自動で開閉,収納できる制御システム 

・遮断状態においても,緊急車両や維持車両が 40km/h程度で通 

 過でき,車両や遮断機に損傷が生じにくい柔軟な構造・材質 

・本体が破損した場合でも,交換が容易 

・昼間および夜間の視認性は,従来と同等以上 

・豪雨,強風等に対する耐候性を有する 

３．試作機の設計・製作 

設計・製作した可搬型および常設型の遮断機（試作機）を写真１,写

真２に示す．製作に際し,バルーン,収納箱,電源,遠隔操縦（リモコン）化

の開発を行った．個々の開発概要を以下に示す。 

（１）バルーンの開発 

・本体は,軽量で膨張時のモーメント荷重が小さく,コンパク    

トな収納が可能な布生地を採用 

 ・バルーンの伸縮用に自動巻き取り装置を開発 

 ・形状は,直径 φ60cm×全長 4m  

 ・本体の両外側には,通行止め等の文字印刷が可能 

 ・バルーン本体の交換が容易 

（２）収納箱の開発 

 ・夜間の視認性向上のために,LEDをバルーン内に設置 

 ・バルーン膨張用の,ブロア 2機を収納箱に設置 

 ・開閉蓋は手動式（常設型は自動式を開発予定）  

（３）電源と容量 

 ・常設型は 100V電源で稼働可能  

 ・可搬型は 100V電源,バッテリー12V,および車両のシガーライター電源で稼働可能 
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図１ 自動遮断機の基本システム構成イメージ 

写真１ 可搬型の試作機 

 

写真２ 常設型の試作機 
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 ・可搬型遮断機用の小型発電機(0.6kVA;重量 12kg)で 5時間以上の連続稼働が可能    

（４）遠隔操作化（試作機ではリモコンによる遠隔操作とした） 

 ・リモコン装置は常設型に採用 

 ・リモコンの受信装置は,収納箱内に格納 

・作動可能範囲は収納箱から 15m程度の距離まで

４．性能確認実験 

遮断機の試作機が要求性能を満たすことを確認することを目的として,構内実験および現場実験（ランプ部）において性

能確認実験を実施した．これらの試験結果を表1に示す．試作遮断機に求められる性能を機能性,安全性,耐久性に分類し,

操作性や視認性などの具体的な性能を各種実験で確認した．その結果,時速 40km/h 以下であれば車両接触時の破損

がなく,復元性を有し,形状保持が可能であること等、各性能を満足することが確認された. 

表 1 性能確認実験結果（常設型,可搬型） 
要 求 
性 能 

確認項目 
装置の 
型 式 

遮断機に要求される性能 実験結果 評価

常設型 リモコン操作での制御 リモコン操作で自動制御可能 ○
操 作性 

可搬型 運搬,組立て,設置,撤去の簡便さ 運搬,組立て,設置,撤去が簡便 ○
視 認 性 共 通 様々な供用条件下での視認性（昼夜） 昼夜共に視認性が良好で,車両衝突後も視認性保持 ○
交 通 
遮断性 

共 通 一般車両の進入防止機能および緊急車両の進入機能 車両接触時の破損がなく,復元性を有し,形状保持が可能 ○
材料交換 共 通 劣化,破損時の交換の容易さ バルーンの交換は容易（5分以内）． ○

常設型 
迅速な伸縮・収納性 
自動での伸縮・収納 

風速 10m/s以下では,自動で伸縮・収納が可能．膨張 15秒,
収納 25秒 

○
伸縮･収納 

可搬型 
迅速な伸縮・収納性 
三脚等を利用した設置 

手動スイッチによるスムーズな作動性を有し,簡便に収納
が可能 

○
常設型 停電時のバッテリー電源によるバックアップ 停電時に 1時間程度バックアップ可能 ○

電  源 
可搬型 

小型かつ長時間の使用性 
車のシガーライターの利用 

バッテリー,車のシガーライターが利用可能 ○

機能性 

運  搬 可搬型 
コンパクトで運搬が容易 
管理車両への積載と運搬 

手で運び,車両に積んで運搬可能 
１人で持ち運べ軽量でコンパクト 

○

衝 突 時 共 通 衝突時の衝撃が少なく,バルーンや車に損傷が生じない 
時速 40km/h 以下であれば,バルーンや車に損傷は生じ
ない 

○
安全性 

緊急車両 
の通過 

共 通 救急車やパトロールカーの通過が可能 時速 40km/h以下では,接触しても損傷無く通過が可能 ○
強  度 共 通 衝突,接触時に破損しない素材強度 時速 60km/hで衝突してもバルーンは破損しない ○
耐 候 性 共 通 風雨・降雪下での使用性 

風速 10m/sでも使用可能,降雨 240mm/hでも直立．降雪は
未確認 

○
耐久性 

繰 返 し 
使 用 性 

共 通 想定する使用期間における耐久性 伸縮・収納 100回の繰返し使用で支障なし ○
＜常設タイプ＞                            ＜可搬タイプ＞  

５．まとめ 

   試作機による各種の実験の結果,以下のとおり目的を概ね満足するバルーン式の自動遮断機を開発することが出来た． 

(1) 既設の遮断機に代わり,遠隔操作により自動で伸縮・収納するバルーン式遮断機を開発し,交通規制（通行止め）の迅

速化を図る可能性を見出すことができた． 

(2) 通行止めによる閉鎖中であっても,緊急車両等が通過可能な遮断機を開発できた． 

(3) 可搬型のバルーン式遮断機は,車両のトランク等へコンパクトに格納して現地へ携行し,災害発生箇所等で迅速

に設置できる． 
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